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北
海
道

函館方面　函館方面遊技業協同組合
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青森県　青森県遊技業協同組合

東
北ホールに設置した募金箱 [写真①]

ドライブレコーダーの設置を支援し感謝状を授与 [写真②]

コミック本を寄贈 [写真③]

2018年

平成29年

平成28年

物品  8,909  242件  44.5%

 20,026 
 483 件

17,368
448件

ホール
12,752 
436件
63.7%

17.672
460件

現金  11,117  241件  55.5%

県遊協
2,847 
11件
14.2%

その他
1,343
11件  6.7%

防犯
 2,863
24件
14.3%

交通
 683

8件  3.0%

暴排
 175

3件  0.9%

学術・文化
 132

8件  0.7%

災害救済
 3,709

 69件  19.0%

青少年育成
1,717 
15件　8.6%

地域貢献
2,311 
118件
11.5%

社会福祉
7,093 
227件
35.4%

支部
4,427
36件
22.1%

青森県遊技業協同組合
若林浩司 理事長

■県遊協
●●「文部科学大臣杯争奪・鷹揚旗全国選抜剣道大会」を後援し、
30万円を寄託

●●小・中・高校生を対象とした不登校の子どもたちのためのフ
リースクール運営助成金

●●青森県交通安全母の会連合会に対し30万円を寄付

●●北海道胆振東部地震への災害見舞金を寄付

●●2020年東京パラリンピックに出場する青森県の選手へ支
援金募金活動［写真①］

■支部
●●黒石地区防犯協会、黒石地区少年警察ボランティア連絡会、
弘前地区少年警察ボランティア連絡会等に活動助成金を寄付
（中弘南支部）

●●八戸地区中学校防犯剣道大会へ飲料400本寄贈（八戸支部）

●●青森南地区防犯協会、五所川原地区防犯協会に防犯カメラを
寄贈（青森支部・西北五支部）

●●鯵ヶ沢地区防犯協会が所用する青パトへのドライブレコーダー
とその設置費用を支援（西北玉支部）［写真②］

■ホール
●●児童福祉施設等にお菓子を寄贈（朝日会館・朝日ドーム・ラ
イジング堅田・マルハン浜田店・ガイア根城店・USA青森・
USA弘前店・コンサートホール八戸店等）

●●下北駅伝競走大会の協賛金を寄付（ジャムフレンドむつ）

●●災害救助犬・セラピー犬の育成、捜索活動支援（朝日商事株
式会社）

●●あおもり被害者支援センターのホンデリング活動支援のため、
同センターにコミック本等を寄贈（ぱちんこUSA青森店）［写
真③］

DATA ※物品は現金換算した金額です。
※グラフに記載されている金額はすべて下3ケタを四捨五入しています。したがって合計が合わない場合があります。

■年別拠出額と拠出件数及び拠出元別搬出額と割合（単位：千円）
■2018年現金・物品の割合（単位：千円）

■2018年分野別、拠出額と割合（単位：千円）

2018年

平成29年

平成28年

物品   2,699   57件  35.7%

7,570 
115件

9,299
128件

ホール
3,052 
88件
40.3%

7,017
118件

現金   4,871   58件  64.3%

方面遊協
2,165 
23件
28.6%

その他
30
1件  0.4%

防犯
 2,379
12件
31.4%

暴排
 110
2件
1.5%

学術・文化
 173 

12件　2.3%

災害救済
 500

1件  7.0%

青少年育成
1,550 
46件　20.5%

地域貢献
1,345 
23件
17.8%

社会福祉
1,483 
18件
19.6%

支部  
2353  
4件  
31.1%

函館方面遊技業協同組合
山本 篤 理事長

DATA ※物品は現金換算した金額です。
※グラフに記載されている金額はすべて下3ケタを四捨五入しています。したがって合計が合わない場合があります。

■年別拠出額と拠出件数及び拠出元別搬出額と割合（単位：千円）
■2018年現金・物品の割合（単位：千円）

■2018年分野別、拠出額と割合（単位：千円）

打上げ花火を提供し地域貢献［写真③］

義援金を寄付［写真①］

街頭防犯カメラ3台を寄贈［写真②］

■方面遊協
●●北海道胆振東部地震の被災地支援のため、７月に開催した北
海道ファン感謝デーの社会貢献費用と組合からの寄付金を合
わせて、北海道新聞社会福祉振興基金に義援金を寄付［写真①］

●●地域の防犯活動支援のため、函館方面本部管内の9地区防犯
協会へ活動助成金を拠出

●●北海道警察函館方面本部交通課に協力。春の交通安全運動週
間において、ホール内にポスターを掲示、各店舗の広告チラ
シに交通安全標語を挿入し、電光掲示板等により交通安全運
動の啓蒙を実施

●●地域住民の安心・安全のため、街頭防犯カメラ3台を函館西
防犯協会へ寄贈［写真②］

●●函館市・北斗市の組合員ホールから「愛の玉」を積立て、地域
住民への福祉活動支援のため函館市・北斗市・七飯町の社会
福祉協議会へ継続して寄付

■ホール
●●開港159周年函館港まつりにおける北海道新聞社主催の花
火大会に協賛し、スターマイン等の打上げ花火を提供し地域
貢献（パチンコボンボン昭和店）［写真③］

●●北海道胆振東部地震による停電のため、店休中に飲料やパン
等の食料品を地域住民らに配布。店舗の停電解消後、スマホ
等への充電サービスを実施（マルハン函館大門店・港店・スー
パーハイペリオンセブン、ベガスベガス函館吉川店・昭和店・
神山店・メガガイア函館港店・イーグルアクアズ・ベイプラス、
函館ひまわり・日乃出ひまわり・ゴッドステージ・スーパー
ラウンジ・京王湯川店・パチパチ湯川店・プレイランドハッ
ピー本通店・ビンゴ南茅部店・パチンコボンボン昭和店・ロ
イヤル函館店・スロットカフェモナコ・パーラーパレス・パー
ラーアスカ・パーラーJCK・パーラーヤマト江差店・アーク
シティダイマル・イオン等）

●●「動物愛護ネットワーク・みらい」に店舗建物の空き部屋を提
供して、月に３～４回、日曜日に保護猫の譲渡会を実施（パ
チンコ富士）
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岩手県　岩手県遊技業協同組合 宮城県　宮城県遊技業協同組合

東
北

東
北 球技大会を支援［写真①］ 公益財団法人宮城県暴力団追放推進センター等への寄付金贈呈［写真①］

ランチ交流会を開催［写真②］ 公益社団法人みやぎ被害者支援センターから感謝状を授与［写真②］

札幌市内の児童養護施設にお菓子を贈呈［写真③］

社会福祉法人旭が丘学園への寄付金贈呈［写真③］

2018年

平成29年

平成28年

物品  4,259  81件  22.6%

 18,867 
 337 件

25,684
363件

ホール
13,760 
274件
72.9%

29,170
377件

現金  14,607  256 件  77.4%

県遊協  1,825  16件  9.7%

その他
1,284
5件  6.8%

防犯
 1,901

30件  10.1%

交通
 156

5件　1.0%

暴排
 645

11件  3.4%

学術・文化
 1,614
8件  8.6%

災害救済
 1,429

15件  8.0%

青少年育成
1,091 
19件  5.8%

地域貢献
 4,159 
139件
22.0%

社会福祉
 6,588 
105件
34.9%

支部  3,282  47件  17.4%

2018年

平成29年

平成28年

物品  4,732  186件  20.7%

22,821 
 365件

16,061
379件

ホール
15,451 
335件
67.7%

19,763
386件

現金   18,089  179件  79.3%

県遊協
6,170 
21件
27.0%

その他
95
5件  0.4%

防犯
 5,484
14件
24.0%

交通
 3,744

7件  16.0%

暴排
 1,460

6件
6.4%

学術・文化
 75

3件  0.3%

災害救済
 1,319

10件  6.0%

青少年育成
285 
21件  1.2%

地域貢献
2,822 
116件
12.4%

社会福祉
7,537 
183件
33.0%

支部  1,200  9件  5.3%

岩手県遊技業協同組合
工藤 嘉 理事長

宮城県遊技業協同組合
竹田 隆 理事長

■県遊協
●●岩手県内の児童養護施設8施設の児童・生徒等500人が参
加する「第33回大船渡市長杯児童福祉施設球技大会」に対し、
大会に参加した児童・生徒にジュース等の清涼飲料水、お菓
子の詰合せを提供するとともに、ボランティアとして大会運
営を支援［写真①］

●●「第16回いわてパチンコ・パチスロカーニバル」等の益金を
関係機関、団体への協力、支援として岩手県社会福祉協議会、
いわて被害者支援センター、岩手県暴力団追放推進センター
の3団体に60万円を寄付

●●ヤクルト協賛による正月3が日に開催される無料配布のヤクル
ト年賀商品を各ホールで購入して、年賀シールの貼付作業を行
なった社会福祉法人4施設に貼付謝礼金として26万円を贈呈

■支部
●●紫波地区地域安全推進協議会で実施する「鍵をかけてくれて
ありがとう」運動の自転車盗難防止活動に使用するワイヤー
ロック錠500個の購入代金を支援（盛岡遊技業組合）

●●児童養護施設「青雲荘」の幼児から高校生までの児童・生徒
30人を盛岡グランドホテルに招待して、ランチ交流会を開
催した。テーブルマナーを学びながら、コース料理の食事と
全員に当たるビンゴゲームを通じて子どもたちと交流を図っ
た（盛岡遊技業組合 青年部会）［写真②］

●●児童養護施設「藤の園」に、青年部が児童へのクリスマスプ
レゼントを持ってサンタクロース慰問をしたほか、施設維持
費を寄付（一関地区遊技業組合 青年部会）

■ホール
●●グループホールにおいて、北海道胆振東部地震被災地支援と
して、お客様からお預かりしたダンボール箱２１箱(1,000
人分)の端玉景品のお菓子を、岩手から札幌市内とその近郊
の児童養護施設６ヵ所を訪問して子どもたちに届けた（株式
会社公楽）［写真③］

●●グループホール内で利用されたペットボトルのキャップを回収
する「エコキャップで世界の子どもたちへワクチンを届けよう」
運動を実施し、キャップ61,404個を寄付し、ワクチン67.9
人分、CO2削減419.5kg分協力（株式会社アキヤマ）

●●介護保険施設松原苑において開催した「遊楽祭」に屋台とパ
チンコ台を設置して、入所者に遊技場を提供するとともに、
祭典の運営に協力（大船渡セントラル）

■県遊協
●●県民生活の安全安心に貢献する団体である「宮城県防犯協会
連合会」、「宮城県暴力団追放推進センター」へ計200万円
寄付したほか、同センターには街頭キャンペーン用ウェット
ティッシュ等1万個を寄贈［写真①］

●●チャリティゴルフ大会を開催し、その寄付金から「みやぎ被
害者支援センター」、「日本盲導犬協会仙台訓練センター」へ
計100万円を寄付し、さらに、ヤクルト本社東日本支店等と
の共催で、「年賀シール」貼付作業を「社会福祉法人洗心会夢
の森」、「特定非営利活動法人みやぎセルプ協働受注センター」、
「社会福祉法人矢本愛育会障害者日中活動支援施設ぎんの星」、
「社会福祉法人臥牛三敬会第三虹の園」の4施設に依頼し、貼
付手数料のほか計40万円を寄贈［写真②］

●●東日本大震災復興支援として実施した「東北六県合同ファン
感謝デーinみやぎ」の開催に伴う寄付金から「社会福祉法人
旭が丘学園」、「特定非営利活動法人子どもの村東北」、「一般
社団法人宮城骨髄バンク」の3団体に計200万円を寄付［写
真③］

■支部
●●西日本豪雨及び北海道胆振東部地震に対し、日赤を通じ、義
援金を贈るとともに、交通安全運動等地域の安全安心活動や
道路清掃等を実施（佐沼・登米地区遊技業組合）

■ホール
●●ジュニア・シニア等の各年齢層のフットサル大会の主催及び
復興祈願若林シーサイドマラソン大会、障がい者施設・老人
福祉施設訪問、地域清掃活動等の社会貢献活動を実施（株式
会社マルタマ）

●●交通死亡事故抑止活動及び消費者被害防止活動への支援、道
路・河川・海岸の清掃活動、豪雨災害義援金の寄付、被災地夏
祭り等におけるボランティア活動等の社会貢献活動を実施（扇
屋商事株式会社）

●●東日本大震災等の復興支援を目的とした「みやぎ元気マラソン」
の実施及び植樹活動への協賛・参加等の社会貢献活動を実施
（株式会社カツヨシ商事）

●●地域内の道路及び公共施設・高齢者施設の清掃活動並びに交
通安全運動への参画（あーばん三本木、パーラーＪー遊、つ
ばめザ・ムーブ、D’ステーション、アズ南方）

DATA DATA※物品は現金換算した金額です。
※グラフに記載されている金額はすべて下3ケタを四捨五入しています。したがって合計が合わない場合があります。

※物品は現金換算した金額です。
※グラフに記載されている金額はすべて下3ケタを四捨五入しています。したがって合計が合わない場合があります。

■年別拠出額と拠出件数及び拠出元別搬出額と割合（単位：千円）
■2018年現金・物品の割合（単位：千円）

■年別拠出額と拠出件数及び拠出元別搬出額と割合（単位：千円）
■2018年現金・物品の割合（単位：千円）

■2018年分野別、拠出額と割合（単位：千円） ■2018年分野別、拠出額と割合（単位：千円）
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秋田県　秋田県遊技業協同組合 山形県　山形県遊技業協同組合

東
北

東
北 車いすや防犯グッズを寄贈［写真①］ 薬物乱用防止の啓発活動を実施［写真①］

少年野球教室を開催［写真②］

いじめ撲滅プロレスを実施［写真③］

2018年

平成29年

平成28年

物品  3,774  102件  42.2%

 8,941 
 157 件

7,245
107件

ホール
6,203 
132件
69.4%

10,151
105件

現金  5,167  55件  57.8%

県遊協
1,870 
11件
20.9%

防犯
 839
6件
9.4%

交通
 49

1件  1.0%

暴排
330
3件  3.7%

災害救済
 121

4件  1.0%

青少年育成
150

2件　1.7%

地域貢献
5,448 
95件
60.9%

社会福祉
2,004 
46件
22.4%

支部  868  14件  9.7%

2018年

平成29年

平成28年

物品  5,016  134件  72.9%

6,878 
180件

9,660
156件

ホール
 3,699 
135件
53.8%

8,550
117件

現金  1,862  46件  27.1%

県遊協  686  4件  10.0%

その他
90
5件  1.3%

防犯
 2,471
38件
35.9%

学術・文化
 10

1件  0.1%

災害救済
 20

1件  00%

青少年育成
938 
9件  13.6%

地域貢献
674 
36件  9.8%

社会福祉
2,675 
90件
38.9%

支部   
2,493   
41件  
36.2%

秋田県遊技業協同組合
松岡信吉 理事長

山形県遊技業協同組合
井上静夫 理事長

■県遊協
●●社会貢献贈呈式を開催し、秋田県社会福祉協議会を通じて県
内６施設にリクライニング車いすとアルミ製車いす各6台
（90万円）、秋田県防犯協会連合会に防犯グッズ（45万円）
を寄贈［写真①］

●●ヤクルト本社東日本と共催で、ヤクルト飲料水への年賀シー
ル貼りの謝礼として、3施設に施設から希望のあった電化製
品（10万円相当）を寄贈

●●秋田県、秋田市、秋田県警察本部主催の「年末年始特別警戒
出動式」へ参加

■支部
●●12月の2日間秋田市内の母子支援施設３ヵ所を訪問し、図
書カード、食料品、菓子等のプレゼント及び秋田県内の奇術師、
芸人さんによるミニクリスマス会のイベントを実施（秋田中
央遊技業協同組合）

●●JR秋田駅前において「子ども車内放置撲滅キャンペーン」を
実施。通行人に防犯グッズを配布し撲滅を呼びかけ（秋田中
央遊技業協同組合）

●●由利本荘地区防犯協会へ地域防犯のための「LEDライト、ブ
ザー」を贈呈（由利本荘遊技業組合）

■ホール
●●毎年大館市内で行っている「大文字まつり」「大館きりたんぽ
まつり」等を支援し、地域貢献のための協賛金等の実施（株
式会社燦英）

●●年間を通して、地元の幼稚園へ地域支援事業としてお菓子を
寄贈（ビィ・ギャル能代店）	

●●年間を通して、地元の児童福祉施設へ地域支援事業としてお
菓子を寄贈（マルハン追分店）

■県遊協
●●薬物乱用防止の啓発活動として、中・高校生や会社員等を対
象に「薬物乱用は、ダメ。ゼッタイ」と記載された蛍光マーカー
をJR主要駅4ヵ所にて組合員と共に配布［写真①］

●●元東京ヤクルトスワローズ選手を講師に迎え少年野球教室を
開催。東南村山支部野球スポーツ少年団加盟21チーム296
名が参加［写真②］

■支部
●●鶴岡市役所へ録画一体型防犯カメラ1台寄贈（庄内支部）

●●長井地区防犯協会連合会、少年補導員連絡協議会へポケット
ティッシュと小・中・高生へのリーフレットをそれぞれ寄贈
（置賜支部）

●●最北地区防犯協会連合会へ青色回転灯10基を寄贈（最北支部）

■ホール
●●学校はじめ地域の施設等への多数支援・協賛（有限会社徳宮
商事パチンコアラジン）

●●障がい者にホールを開放しパチンコ大会を開催（パチンコ
ニューセンター）

●●地域の施設等にお菓子を継続的に寄贈、また河川の清掃や地
域の事業に積極的に参加し地域活動に協力（夢屋新庄店）

●●県内の5児童養護施設に計100万円を寄付したほか、お菓
子を寄贈。また、チャリティー祭り「にこにこ祭り」を2日間
開催し、いじめ撲滅を訴える活動を実施したほか、障がい者
支援、地域振興、及び東日本大震災被災地への多数支援・協
賛（株式会社マルヰ）［写真③］

DATA DATA※物品は現金換算した金額です。
※グラフに記載されている金額はすべて下3ケタを四捨五入しています。したがって合計が合わない場合があります。

※物品は現金換算した金額です。
※グラフに記載されている金額はすべて下3ケタを四捨五入しています。したがって合計が合わない場合があります。

■年別拠出額と拠出件数及び拠出元別搬出額と割合（単位：千円）
■2018年現金・物品の割合（単位：千円）

■年別拠出額と拠出件数及び拠出元別搬出額と割合（単位：千円）
■2018年現金・物品の割合（単位：千円）

■2018年分野別、拠出額と割合（単位：千円） ■2018年分野別、拠出額と割合（単位：千円）
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東
京

東京都　東京都遊技業協同組合

112 2018年  社会貢献活動年間報告書　都府県方面データ

東
北

福島県　福島県遊技業協同組合連合会

障がい児者を招いてボウリング大会を実施 [写真①]

少年野球教室を開催 [写真②]

救命措置活動に対し感謝状を授与 [写真③]

2018年

平成29年

平成28年

物品   34,168  158件  9.6%

 355,820 
 478 件

500,626
399件

ホール
319,591 
293件
89.8%

234,555
314件

現金   321,652  320件  90.4%

都遊協  13,353  11件  3.8%

その他
6,068
33件  1.7%

防犯
 7,738
55件
2.2%

交通
 662

8件  0.1%

学術・文化
 25,270

5件
7.1%

災害救済
 105,821
27件  0.2%

青少年育成
10,532 
23件　3.0%

地域貢献
156,314 
152件
43.9%

社会福祉
43,415 
175 件
12.2%

支部   22,876  174件  6.4%

児童書贈呈式 [写真①]

寄付金贈呈式［写真②］

チャリティゴルフコンペでの寄付金贈呈式［写真③］

2018年

平成29年

平成28年

物品  2,170  50件  18.9%

 11,460 
 215 件

10.829
191件

ホール
6,985 
175件
61.0%

14,764
246件

現金  9,290  165件  81.1%

県遊協
2,740 
15件
23.9%

その他
131
5件  1.1%

防犯
 2,640
15件
23.0%

交通
 260

5件  2.3%

暴排
 606
3件
5.3%

学術・文化
 340

1件  3.0%

災害救済
 920

6件  8.0%

青少年育成
50 
6件  0.4%

地域貢献
4,970 
128件
43.4%

社会福祉
1,543 
46件
13.5%

支部  1,735  25件  15.1%

福島県遊技業協同組合連合会
諸田英模 理事長

東京都遊技業協同組合
阿部恭久 理事長

■都遊協
●●給付型奨学金制度「pp奨学金（パチンコ・パチスロ奨学金）」
に協力し、200万円を寄付

●●ぱちんこ依存問題相談機関「認定NPO法人リカバリーサポー
ト・ネットワーク」に500万円、ギャンブルなどに問題を抱
える人の回復支援施設「認定NPO法人ワンデーポート」に
300万円を寄付

■支部
●●福祉作業所に通う障がい児者を招いてボウリング大会を実施
（八王子組合・南大沢組合・高尾組合）［写真①］

●●防災用具LEDキーホルダーを防犯関連団体に寄贈（町田組合・
荒川組合・練馬組合・竹塚組合・綾瀬組合・光が丘組合・万世
橋組合・立川組合・東大和組合・板橋組合・下谷組合・葛西組
合・深川組合・田無組合・成城組合・新宿組合・四谷組合）

●●足立4組合共催で、スポーツを通じて青少年の健全育成を目
的に、ヤクルトスワローズ選手OBを招致して、足立区内の
野球少年を対象に、野球教室を開催（千住・西新井・竹ノ塚・
綾瀬組合）［写真②］

■ホール
●●広島県安芸郡坂町小屋浦地区、豪雨被災地支援ボランティア
に参加。また従業員によるホール内でのAED救命処置活動
に対し感謝状を授与（株式会社安田屋）［写真③］

●●島田療育センター「わいわい祭り」にボランティア参加及び
協賛（株式会社ミリオンインターナショナル）

●●スペシャルオリンピックス日本夏季ナショナルゲーム愛知に
7名がボランティアとして参加し、選手をサポート（ピーアー
クホールディングス株式会社）

DATA ※物品は現金換算した金額です。
※グラフに記載されている金額はすべて下3ケタを四捨五入しています。したがって合計が合わない場合があります。

■年別拠出額と拠出件数及び拠出元別搬出額と割合（単位：千円）
■2018年現金・物品の割合（単位：千円）

■2018年分野別、拠出額と割合（単位：千円）

■県遊協
●●福島市、いわき市、会津若松市、白河市、東白川郡、石川郡の
県内8ヵ所の児童養護施設に、「福島県遊連図書」として児童
書約30冊をそれぞれ寄贈。本活動は、4月と10月の2回実
施［写真①］

●●福島県防犯協会連合会に100万円寄付

●●福島県暴力追放運動推進センターに50万円寄付［写真②］

●●チャリティゴルフコンペを開催し、参加者からの寄付金と県
遊連からの浄財を足した10万円を、被害者支援センターに
寄付［写真③］

■支部
●●会津地区防犯協会連合会に寄付（若松遊技業組合）

●●児童福祉施設福島愛育園、アイリス学園等に寄付（福島地区
遊技業協同組合）

■ホール
●●福島市教育委員会に教育振興として鉛筆約8,000本を寄贈
（ニラク福島太平寺店）

●●児童福祉施設にリサイクルトートバック、電気ケトル、キッ
チンセット、ヘアドライヤーを寄贈（キャビンプラザ
TOYANO店）

●●いわきサンシャインマラソンに協賛し協賛金100万円を寄
贈（株式会社中原商事）

DATA ※物品は現金換算した金額です。
※グラフに記載されている金額はすべて下3ケタを四捨五入しています。したがって合計が合わない場合があります。

■年別拠出額と拠出件数及び拠出元別搬出額と割合（単位：千円）
■2018年現金・物品の割合（単位：千円）

■2018年分野別、拠出額と割合（単位：千円）


